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自分たちの郷土の歴史・地理や地域社
会のあり方等に興味・関心を持つ高校生
が、日頃の活動を通じ調査・研究してき
た成果を披露します。島根大会では、通
常の研究発表会のほか、初めてパネル展
示を企画し、より多くの研究成果に触れ
ることができます。高総文祭での社会科

学部門開催は実に５年ぶりとなり、待ちに待った全
国の高校生によって力の入った発表が行われること
が期待されます。また、世界遺産登録で注目を集め
る石見銀山遺跡、古代出雲歴史博物館、「山陰の小
京都」津和野などに立ち寄る３つの巡検コースも魅
力たっぷりです。

※総合プログラムより転載

日 程

■７月３０日（月）
８：２０～９：００ 受付
９：００～９：２０ 開会式
９：３０～１７：００ 研究発表
１７：１５～１８：３０ 交流会・閉会式

■７月３１日（火）
８：３０～１５：００ 巡検

社会科学
島根県立大学
浜田市野原町２４３３－２
TEL ０８５５－２４－２２００７月３０日（月）～７月３１日（火）

巡検地の石見銀山遺跡（釜屋間歩）

開
催
内
容
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☆研究発表順・時程表

順番 時刻 都道府県名 学校 部・クラブ名 タイトル 分野

９：００～９：２０ 開会式

１ ９：３０～９：４５ 岐 阜 岐山高等学校 郷土研究部 揖斐川町春日（旧春日村）の民俗調査報告 民俗・文化

２ ９：５０～１０：０５ 静 岡 榛原高等学校 郷土史研究部 日本人と花火－大井川流域の民俗行事を中心に－ 民俗・文化

３ １０：１０～１０：２５ 大 分 大分東明高等学校 郷土史研究部 動物供養考 民俗・文化

４ １０：３０～１０：４５ 北海道 北広島高等学校 郷土研究部 石狩地方とサケ 民俗・文化

５ １０：５０～１１：０５ 静 岡 三島北高等学校 郷土研究部
源頼朝伝説について

（伊豆にはなぜ頼朝伝説が多いのか）
民俗・文化

６ １１：１０～１１：２５ 山 梨 甲陵高等学校 社会科学研究会 信長考 歴史・考古

７ １１：３０～１１：４５ 島 根 浜田高等学校 歴史・社研部 歩兵２１連隊と浜田市長沢町の陸軍墓地 歴史・考古

８ １１：５０～１２：０５ 石 川 七尾高等学校 郷土研究部 能登国七尾の城下町（松尾山城と小丸山城） 歴史・考古

１２：０５～１３：０５ 昼食・休憩

９ １３：１０～１３：２５ 島 根 松江北高等学校 考古学部 古墳から見た意宇平野の社会構造 歴史・考古

１０ １３：３０～１３：４５ 大 分 竹田高等学校 民俗部 門から見る城下町・竹田 歴史・考古

１１ １３：５０～１４：０５ 神奈川 武相高等学校 考古学部
ドングリの考古学・民俗学的研究

－堅果類・加工食品炭化物を中心に－
歴史・考古

１２ １４：１０～１４：２５ 岐 阜 山県高等学校 歴史研究部 濃尾地震の爪跡（根尾谷断層） 歴史・考古

１３ １４：３０～１４：４５ 鳥 取 鳥取敬愛高等学校 社会部
「“６１年前の青春”を訪ねて」

－ある勤労動員学徒の日記をもとに－
歴史・考古

１４：４５～１５：００ 休憩

１４ １５：０５～１５：２０ 山 梨 富士河口湖高等学校 社会科学部 富士吉田市中心市街地活性化のポテンシャルについて 地理・社会

１５ １５：２５～１５：４０ 神奈川 法政大学第二高等学校 社会科学研究部
学ぶこと、生きること

－こんばんは！学ぶよろこび夜間中学～歴史と人権－
地理・社会

１６ １５：４５～１６：００ 石 川 金沢泉丘高等学校 鉄道研究同好会 車両を通じて金沢市内線を考える 地理・社会

１７ １６：０５～１６：２０ 鳥 取 鳥取城北高等学校 地理研究部 鳥取市街のガソリン価格調査 地理・社会

１８ １６：２５～１６：４０ 北海道 赤平高等学校 郷土研究部 遺骨が示すもの 地理・社会

１６：４５～１６：５５ 島根県立大学からのお知らせ

１６：５５～１７：００ 事務連絡→交流会・閉会式会場へ移動

☆展示の部 （展示会場…講堂エントランスホール）

都道府県名 学校 部・クラブ名 タイトル 分野

１ 長 野 豊科高等学校 JRCクラブ 桜花散るー上原良司の遺した思いー 歴史・考古

２ 岐 阜 加納高等学校 地域研究部 地方都市の現況と課題 地理・社会

３ 岐 阜 鶯谷高等学校 地歴サークル イースター島の歴史について 歴史・考古

４ 鳥 取 鳥取敬愛高等学校 社会部 若桜街道沿線マップ／尾崎翠文学地図 地理・社会

５ 島 根 松江南高等学校 社会部 石見銀山遺跡の紹介 歴史・考古

６ 島 根 浜田高等学校 歴史・社研部 浜田地域の観光について 地理・社会

※上記作品以外に、徳山高等学校（山口県）展示（オープン参加）、竹島問題に関する企画展

プ ロ グ ラ ム
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